
〇対象施設は３つだけ？なぜ？他にもあるの
では？

・３つの施設を同時に検討するのはなぜですか？
・四宮森児童館と四宮小学校も検討に入れてほしい

〇更新の優先順位はどう決める？
・財源が限られる中でどのように更新の優先順位が決定されるのか。
・老朽化しているものはたくさんあるはず。どこから着手するか、優
先順位はどう決めているのか

〇各施設の場所は移転するのか？
・場所の移転は考えずに計画を立てるのか
・図書館の場所は変わらない前提で良いか？
・対象施設の更新とは、建物を全てとりこわして建替えをするということですか？
・同地点で同規模の施設を整備するのか

〇工事中の代替地は？
・代替地は検討するのか？（四宮保育園など）

WSの話し合いにこんなデータが欲しい！
〇人口／財政予測
・杉並区の人口構成、財政予測を共有したい

〇利用率・利用者数・ニーズ
・スライドP9の保育園、学童クラブ、特養の需要増 →図書館等を区民ニー
ズの変化に合わせて変えていくということ？

・各施設のニーズの高さ、「〇より△の方が求められている」など
・ニーズの変化が分かるグラフのような資料があると良い
・令和より前の利用者が分かる資料
・特にない。ただ、施設の利用者の人数推移を頭に入れておく必要があるの
では。そのための資料がありますか？

〇運営費用
・運営にかかる費用負担について、「この施設は正直キツイ」など

〇事例
・杉並区内あるいは他自治体の改修事例も知りたい。
・高齢者と子どもとのふれあい、子どもの室内遊び場など、全国の事例を紹
介してほしい←議論が盛り上がると思う

・同課題に対する他行政の取組事例なども知りたい

〇区としての“たたき台”に方向性があるのでは？
・区としてすでに何らかの方向があるのか？（近隣の３か所について）
・区として足りない施設は（このエリアで）
・1/24には複数の更新方法を示すとのことだが、現状の検討状況はどうなっているのか
・たたき台案をもうすでに区側で考えられているのか？それともWSでの意見をもとに
考えていくものなのか？

〇意見は反映されるのか？
・令和６年３月策定の計画では区民と共に考えるとのことだが、どの程度尊重されるの
か、また、意見集約の方法は

・限られた財源でどのくらい区民の意見が通るものなのか
・最終的に資金の問題に帰結するのではないか

〇財源は限られている？どのくらい？本当に？
・限られた財源とはどの程度か（３施設の現在での見込み、３年後の見込み
もあるのか）

・税収が足りないのは本当にそうなのか
・区内の人口や若年人口の数や見通しを示さないで、財源不足を前に出すこ
とには慎重であるべきではないか。

・税収入は減少しているのか

〇更新までのスケジュール感は？
・検討・企画から実行まではかなり長い期間が必要なことに驚いた。すべ
ての施設に同じ対応時間をかけている？

・全体のスケジュール感（５年以内、10年以内、30年以内とか）
・スライドP11「将来を見据えた」→何年くらい先をイメージすればいい
ですか？

・実際の建てかえは何年度になる予定ですか

〇ハードのみの議論なのか？ソフト面も大切！
・施設の新しい活用方法なども議論・ワークショップの対象ですか？
・ハードのみの検討なのか？ソフトが大切ではないか？勿論、ハードは必要であるが

〇WS以外の意見を聞く場は？（アンケート・オープンハウス・子
どもの意見）反映方法は？

・この計画について子どもの意見を聞く機会は？
・各施設でアンケートは取らないのでしょうか？（利用者の声が直接聞ける）
・ワークショップの参加者以外の意見はどこで反映されるのか？
・オープンハウス多めに

区からの説明に対する質問や意見等

柿木図書館等の更新に関するワークショップ（ 第１回）
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